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１ はじめに 

本事業は21世紀を生き抜く考動人<Lifelong active learner>を養成するプログラムである。社会から要

請される能力を育成する機会を、汎用的技能や批判的思考力等を培う交渉学・クリティカルシンキン

グをテーマとした科目・ゼミ・ワークショップを柱に提供している。さらに考動力を形成的に評価す

るコモンルーブリックを開発し、教育学習活動の成果を可視化するとともに、学修行動・到達度を間

接・直接評価の両面から調査している。この結果を継続的に教育改善に反映するために、学修コンシ

ェルジュの育成・教員コミュニティの形成を視野に入れた全学的なFD・SDを充実させている。 
 

２ 横の広がり 

 主に初年次学生を対象にしたアカデミックスキルやPBLなどの授業において、学生の学びを支援す

る学生アシスタント（本学ではラーニングアシスタント、以下、LAと略記）は、支援の対象となる学

生のことを第一義に考える姿勢を常に保っている。LAを活用しているクラスの受講生へのアンケート

（昨年度実施）では9割の学生が「授業にLAがいてよかった」と答えたほか、「グループの活動や議論

が活発になった」（91.1%）、「授業時間で行う演習課題への理解が深まった」（90.3%）など多くの

項目でLAを肯定的に評価している。特筆すべきは「他の受講生と協力して活動する事が重要だと感じ

た」に対する評価が最も高く（93.3%）、受講生が自らどのように行動すればよいかを考えることをLA

が見事にサポートしていることが窺える。このLAは、授業外にもラーニングカフェを企画・運営して

学生に学びの場を提供するのみならず、同様の制度を取り入れている大学、あるいは導入を検討して

いる大学と連携し、相互に授業参観をしたり、研修や合宿を共同で開催したりしながら、意見や情報

の交換や共有を図っている。昨年度からは同様の学生アシスタント制度を有する複数の大学を拠点校

として開催するPAL（Peer Assisted Learning）フォーラムの企画・運営を学生アシスタントが担っ

ている。今年度の秋学期に実施するアンケートの結果とともに、他大学との連携事業について、その

活動に関わった学生が報告する。 
 

３ 縦のつながり 

 社会人基礎力を涵養するために、相手との信頼関係を構築することを主眼とした交渉学を積極的に

展開している。学生間でwin-winの関係を築く授業とは別に、主に知財部門に所属する社会人とのワー

クショップを通じて、インターンシップでは経験できない意思決定のプロセスを体験している。学生

（将来の社会人）が職業人（学生の将来）と接することにより、現在と将来を取り結ぶ学びを具現化

している。交渉学を受講し、社会人とのワークショップを体験した学生が高等学校に出向き、高校生

を対象とした交渉学ワークショップを企画・運営している。高校生（将来の大学生）が大学生（高校

生の将来）と接することにより、大学における学びへの転換を予期的に体験している。従来のパター

ン学習や暗記を専らとする授業とは異なる交渉学は高校生の好奇心を十分に刺激し、中学生を対象と

した交渉学ワークショップを自ら企画し、実践するに至っている。生徒や学生の学びに連続性や連関

性を持たせることこそが、高大連携を具現化することにつながるとの十分な感触を得ている。交渉学

ワークショップの企画運営にかかわった学生から、その具体的内容について報告する。 
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オンライン上での協調学習が学習の動機づけに与える効果
京都外国語大学

巻下 由紀子

１ はじめに 

京都外国語大学では、対面授業をより能動的に行うために反転学習型アクティブ・ラーニングの導

入を進めているが、その手法の一つとしてソーシャル・メディアを利用した授業外での協調学習を行

っている。本報告では、京都外国語短期大学キャリア英語科1年次生対象の選択科目「英語圏文学の理

解」の授業での取り組みが、学習の「動機づけ」に及ぼす影響について調査した結果を紹介する。

授業では19世紀末の英文学作品を教材として用い、学生自身の気づきを通じて作品理解に不可欠な

背景知識を得ることを中心に学習を進めた。授業外では個人での予習のほか、3週間にわたり受講生15
名を4グループに分け、学内のシステムを用いて内容の解釈や疑問点などを話し合う協調学習を行った。

本研究では「動機づけ」の指標に岡田・中谷(2006)1が作成したものを用い、グループメンバーとの

関係が学習の動機と関連する「取り入れ的」動機づけと、より主体的な学習への取り組みを示す「内

発的」動機づけに着目し、活動のログや半構造化インタビュー調査などから質的に検討を行った。

２ インタビューの結果 

了承が得られた学生5名に対し、事後に約20分の個別の半構造化インタビュー調査を行った。対象学

生のシステム上での発言文字数は、同じグループで3週間活動した学生CとDはそれぞれ2445文字と

1743文字、別グループで2週間活動したAとEは各約780文字、1週間のみ活動したBは170文字であった。

 インタビュー調査の結果、「取り入れ的」動機づけがグループ活動参加のきっかけとなるが、活動

を通じ、より自律度の高い「内発的」動機づけが喚起された学生もいたことが明らかになった。

活動参加に「取り入れ的」動機づけが関係していることは、「事前学習があるので、もう絶対にや

らないといけないので」(学生A)や、「討論を進めないと次の授業に臨めないから」(学生C)、「（他の

学生の発言から）しないとあかんわ、ってなって」(学生E)のような発言から伺える。また、「（活動

に参加していないメンバーに対し）僕の活動している姿を見せたいな、っていうのは結構ありました」

(学生A)のように、他のメンバーの存在を意識していたケースも見られた。

 また、活動がより自律度の高い「内発的」動機づけを喚起していると考えられる発言も見られた。

学生Dは課題としての文書作成には苦手意識を持っていたようであるが、活動については「楽しかった

し、自分の身になるっていうか。（中略）自分の国語力というか、そういう文の解釈の力とかも高ま

るのと、そこで英語の表現とかいろいろ出てくるのもあるんで」と述べており、学習内容への理解や

興味の高まりから自分の成長を実感していたようである。また、学生Aは「途中から（教材である文学

作品の）先が気になって、全部読んでしまった」や「直接（将来の仕事などには）関係なくても、人

と話す時の語彙力とかもここから学べるし、（中略）自分の持っている許容範囲とかがどんどん広く

なるんじゃないかな」のようにコメントしており、「取り入れ的」が「内発的」動機づけに変化して

いったことが伺える。ほかにも、学生Cの「他の人の意見を聞くのが楽しいんですよ」のような発言か

ら、オンライン上での活動自体が「内発的」動機づけの喚起につながった学生もいたと考えられる。

３．まとめと課題

 インタビュー調査から、オンライン上での協調学習では「取り入れ的」動機づけが活動参加のきっ

かけとなるが、活動を通じ、より自律度の高い「内発的」動機づけを持つことができる学生もおり、

その場合、学習内容への興味喚起と、グループ活動への興味喚起の二つのケースがある可能性が示唆

された。これらのことから、オンライン上での協調学習は学生間の相互作用を通じ、学習への動機づ

けを高めることができ、それによって長期的な教育効果を生み出す可能性があると考えられる。

(注1) 岡田涼、中谷素之(2006)『動機づけスタイルが課題への興味に及ぼす影響』 教育心理学研究

54 (1)、pp.1-11 
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